
補足資料-1 
 

  
補足資料 
 
補足資料 1  愛媛県とゴロンタロ州の都市間連携事業に係る MOU 
補足資料 2  脱炭素社会実現に向けたゴロンタロ州と愛媛県の協力アクションプラン案 

（インドネシア語版） 
補足資料 3  環境価値認証制度について 
補足資料 4 環境省キックオフ資料 
補足資料 5  環境省中間報告資料 
補足資料 6  環境省最終報告資料 
  



補足資料-2 
 

補足資料 1 

 



補足資料-3 
 

 



補足資料-4 
 

 



補足資料-5 
 

 



補足資料-6 
 

 
  



補足資料-7 
 

補足資料 2 

 



補足資料-8 
 

 



補足資料-9 
 

 



補足資料-10 
 

 
  



補足資料-11 
 

補足資料 3 
 
（補足）環境価値認証制度について  
「3.2.1 (2) ビジネスモデルの検討」にて述べた、メタン発酵設備で発生したメタンの環

境価値を切り売りするビジネスモデルについて、今後取得を検討する認証制度に関する

調査結果を以下に補足する。 
 
① 各種認証制度の整理 
下表に各スキームの基礎情報を整理する。今回のバイオガス販売モデルでは、Book 

and Claim 方式での認定が必要であるため、当該方式を認めている RSB が適していると

考えられる。よって、以下では RSB について詳細に調査し、工場排水をメタン発酵施

設にて処理して発生するバイオガスについて、RSB の取得可能性について整理する。 
 

表 RSB および ISCC の基本情報 
 RSB 

Roundtable on 
Sustainable Biomaterials 

ISCC 
International Sustainability and 

Carbon Certification 

 基本情報 

 WWF 及びバイオ燃料/原料

生産者のパートナーシップ

が 2007 年に設立 
 本部はスイス 
 2011 年に持続可能性 
 基準策定、2013 年に対象を

全てのバイオマテリアルに

拡大 
 EU RED における持続可能

性基準の運用に際し適用可

能と認められた認証スキー

ム 

 100 以上の団体がメンバー

となり管理する認証スキー

ム 
 本部はドイツ 
 EU RED における持続可能

性基準の運用に際し適用可

能と認められた認証スキー

ム 

認証の対象 
種
類 

全てのバイオマス 全てのバイオマス 

地
域 

全世界 全世界 

Book and Claim 方
式承認可否 

認める 
（Scope1,2,3 の GHG 排出量削減

に証書を使用可能） 

認めない 

 
【参考】サプライチェーン認証の区分 
 Identity Preserved（IP） 
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完全分離方式。認証された単独の農園から最終製品製造者に至るまで完全に他の

製品と分別管理される。認証製品を生産した農園を特定することが可能。 
 Segregation（SG） 

分離方式。認証製品と非認証品が分別管理される。異なる生産地由来の認証製品

は混合しうる。 
 Controlled Blending Model (Content Ratio Accounting) 

認証製品と非認証製品が混合しうるが、最終生産物における混合割合が特定され

る方式。 
 Mass Balance（MB） 

管理混合方式。認証製品と非認証製品が混合しうるが、取引量が監視されサプラ

イチェーンにおける認証製品の数量は保証される。 
 Book & Claim（B&C） 

台帳方式。認証製品のクレジットが生産者と最終製品製造者・販売者との間でオ

ンラインで取引される。実際に流通する製品は非認証製品の可能性があるが、ク

レジットを購入することで認証生産者を支援可能。 
（引用： 「バイオマス発電に用いる燃料の  持続可能性及び GHG 排出量基準 に関する調査」（平成 31

年度、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）、RSB 文書 RSB Procedure for Traceability of RSB Certified 

Material (RSB Chain of Custody Procedure)）  

 
② RSB 認証取得手順 

RSB 認証取得までの手順は、RSG ウェブサイト 46に記載がある。また、詳細な手順

については、公式文書「A GUIDE TO RSB CERTIFICATION」47に整理されている。これ

らを参照し、以下に申請手順を整理する。 
 

 
 
46 https://rsb.org/certification/get-certified/ 
47 https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/RSB-Certification-Guide-2020-

update_compressed.pdf 

https://rsb.org/certification/get-certified/
https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/RSB-Certification-Guide-2020-update_compressed.pdf
https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/RSB-Certification-Guide-2020-update_compressed.pdf
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図 RSB 認証取得手順 

（引用：RSB ウェブサイト 47 より抜粋） 
 
(ア) RSB 認証スキームの選択 

RSB（Roundtable on Sustainable Biomaterials｜持続可能なバイオマテリアルに関する円

卓会議規格）は、バイオマス、廃棄物、残渣から作られる持続可能な燃料や材料に関す

る規格である。認証対象別に９つのスキームがあり、認証取得においてはまずどの認証

スキームを申請するかを選択する。本件において取得が必要な認証は、RSB Global Fuels 
Certification である。 
 

表 RSB の９つのスキーム 
RSB Global Fuels Certification 一般的なバイオマス燃料 
RSB Global Advanced Products Certification 非エネルギー製品向けの認証 
RSB EU RED Fuel Certification EU RED 適合燃料 

RSB CORSIA Certification CORSIA 適合燃料 
RSB Japan FIT (Biomass) Certification 日本の FIT制度に対応したバイオマス発

電燃料 
RSB Book & Claim Trader Certification Book&Claim 方式で航空燃料を登録した

い事業者が取得する認証（船舶燃料も準

備中） 
RSB Certification for Smallholder Groups 小規模農家グループ向け認証 

RSB Non-GMO Cultivation 遺伝子組み換え生物不使用の証明 
RSB Low ILUC Risk Biomass Module 間接的土地利用のリスクが低いことに

対して任意で取得する認証 
 
(イ) オンライン申請 
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申請する認証スキームが決まったら、RSB ウェブサイト上の申請フォーム 48にて、申

請する旨を届け出る。申請フォームは、自由記入/選択式となっており、一般的な内容

（申請事業者の基本情報、申請スキームの種類、オペレーター種別、原料と最終製品の

種別、製造量、製造場所、参加合意書への合意の意思）を入力する。 

 

図 申請フォーム（例：認証スキーム種別の選択画面） 
 
また、申請フォームの 1 ページ目 48（各手順は下記枠内に記載）によると、オンライ

ン申請後に受信するメールによって申請が確定し、審査に必要な書類のリストが送付さ

れる。また、オンライン申請後７日以内に申請料 500USD の申請がある。これは監査費

用とは別途必要な費用である。その後、RSB のウェブサイトに申請情報（事業所の名称

と所在地、原料の種類、最終製品、申請する認証スキームの種類）が公表され、利害関

係者協議のプロセスとしてパブリックコメントの募集が２週間行われる。 
 
【申請手順】 
① 認証スキームの選択 
② オンライン申込み 
③ 申請料（500USD）の支払い（申請後 7 日以内に請求される） 
④ パブリックコメント期間（2 週間） 
⑤ RSB 認定認証機関への審査の申込み 
⑥ 審査の準備 
⑦ 認証の取得 

 
(ウ) 認証機関の選択と審査依頼 

RSB 認証は、第三者認証スキームを採用しており、認証機関が認証書を発行する。

 
 
48 https://rsb.org/certification/apply-for-certification/ 

https://rsb.org/certification/apply-for-certification/


補足資料-15 
 

RSB の認証機関は、2025 年 2 月現在、SCS Global Service（アメリカ合衆国）、SGS Tecnos
（スペイン）の２つである。申請事業者は、認証機関に直接問い合わせ、必要に応じて

各社から見積りをとるなどして機関を選定した後、審査を依頼する。 
 
(エ) 審査に向けた準備 
審査に向けた準備については、先述の公式文書「A GUIDE TO RSB CERTIFICATION」

47 に概要が、「RSB Certification: Preparing for an RSB」 49に詳細が整理されている。 
審査に向けては、下記①～⑦の事前作業が必要である。RSB 認証の認証区分によっ

て、必要事項は異なり、認証区分と各作業の要否を下表に整理した。 
 
【審査に向けた事前作業】 
① Risk Assessment の実施 
② Self -evaluation の実施 
③ Screening Tool の記入 
④ GHG 排出量の計算 

⑤ Environmental and Social Management 
Plan (ESMP)の策定 

⑥ Chain of Custody Procedure 
⑦ Claim Procedure 

 

 
 

49 https://rsb.org/wp-content/uploads/2023/08/23-08-16-Preparing-for-an-RSB-Audit.pdf 

https://rsb.org/wp-content/uploads/2023/08/23-08-16-Preparing-for-an-RSB-Audit.pdf
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表 RSB による認証区分と審査に向けた作業の要否 

認証区分 概要 本件における認証対象 
審査に向けた作業 

①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦ 
Biomass Producer 農作物や木質材料の生産を含む

特定の活動に対して認証を申請

する組織 

― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Points of Origin 使用済み製品、生産残渣、その

他の廃棄物の発生源 
ココナッツ加工工場／

製糖工場 
 ○    ○  

First Collectors “Points of Origin”から最終製

品、副産物または生産残渣を受

け入れる事業者 

ガス会社 ○ ○  ○  ○ ○ 

Industrial Operators 原料加工および／または中間製

品・燃料等の製造を含む特定の

活動に対して認証を申請する組

織 

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Mechanical Operator 機械的または物理的な加工のみ

を行う Industrial Operator のサブ

グループ 

 ○ ○  ○  ○ ○ 

Trader 原料または製品の売買を含む特

定の活動に対して認証を申請す

る組織 

商社 ○ ○  ○  ○ ○ 

引用：CORSIA 適格燃料登録・認証ガイド（国土交通省、2024 年）、RSB 文書（RSB Cetification: Preparing for an RSB Audit）より 
日本エヌ・ユー・エス株式会社作
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① Risk assessment の実施 
RSB Risk Assessment tool を使用し、リスク評価を実施する。本ツールは、すべての申請者に対し

て使用が求められている。Excel を用いたツールであり、事業におけるリスクを特定しマネジメン

トに活用する他、このツールにより導出されたリスクレベルにより、認証の有効期限が決定する。 
 

② Self-evaluation の実施 
RSB の基準を遵守できているかどうかのセルフチェックを行う。本作業については RSB 公式の

ツールはないが、認証機関から提供されるチェックリストにより実施することが推奨されている。

基準を確認することで、認証取得に向けた改善点を特定することができる。 
 
③ Screening Tool の記入 

RSB が提供するツールにより、RSB の原則と基準の順守に向けた実施事項を特定する。この作

業により、RSB の求める基準と現状のオペレーションのギャップを明らかにし、より厳格な監視が

必要な取り組みや、認証取得に向けてどのような調査や評価が必要かが分かる。ツールは、Excel
をベースに作成されており、RSB のウェブサイト 50からダウンロード可能である。Biomass Producer
と Industrial Operator （Mechanical operator を除く）に対応しており、それ以外の認証区分には対応

してない。 
 
④ GHG 排出量の計算 

GHG 排出量の計算は、すべての事業者に要求される。RSB が開発した GHG Calculation Tool を
無料で使用できるが、他の方法論の使用も認められている。 
 
⑤ Environmental & Social Management Plan (ESMP)の策定 

Environmental & Social Management Plan (ESMP)とは、RSB 認証の重要な構成要素であり、ベース

ライン調査や影響評価、緩和策、管理、モニタリング、評価計画をまとめた中心的な文書である。

すべての Biomass producer と Industrial Operator は ESMP を策定する必要がある。フォーマットは自

由であるが、RSB 文書（RSB Impact Assessment Guideline 51）でもひな形が提供されている。 
 

⑥ Chain of Custody の開発 
Chain of Custody の開発は、すべての事業者に要求される。Chain of Custody とは、製品の製造か

ら使用までに関連する情報が、サプライチェーンの各段階を通過する際に伝達、監視、管理される

プロセスであり、サプライチェーン全体にわたって製品のトレーサビリティを確保することであ

る。RSB では、上述のとおり下記の Chain of Custody が認められている。: 
1. Identity Preserved 
2. Product Segregation 
3. Mass Balance 

 
 

50 https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/21-08-18-RSB-Screening-Tool-_v3.0.xlsx 
51 https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/RSB-GUI-01-002-01-RSB-Impact_Assesment_3.0.pdf 

https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/21-08-18-RSB-Screening-Tool-_v3.0.xlsx
https://rsb.org/wp-content/uploads/2020/06/RSB-GUI-01-002-01-RSB-Impact_Assesment_3.0.pdf
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4. Content Ratio Accounting 
5. Book & Claim 
6. Attribution (RSB Global Advanced Products Certification のみ) 

 
⑦ RSB Claim の開発 

RSB 認証の取得後、RSB 認証取得製品を販売する際、RSB 文書（RSB Communications & Claims 
Procedure 52）のルールに従い、すべての事業者が RSB Claim を開発する必要がある。当該文書は、

一般的な要求事項、製品ラベルや商標の使用ルール等が定められている。 
 

  

 
 

52 https://rsb.org/wp-content/uploads/2024/06/RSB-PRO-50-001-Procedure-for-Claims_-3.6.pdf 
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